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申　　込　　書

令和３年(2021年)　　月　　日

よこすかボランティアセンター
所長　　　加藤　信義　様

グループ／　　　　　　　　　　
団体名　　　　　　　　　　

代表者名　　　　　　　　　　


活動資材の一時保管に関する取扱要領に同意し、第４活動室の保管棚の利用を
下記のとおり申し込みます。

記

1. 保管期間	令和３年４月１日　～　令和３年９月３０日（６ヶ月間）

2. 申請者	〒　　　－
住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号　　　　　　　　　　　　FAX番号　　　　　　　　　　　　

担当者名　　　　　　　　　　　　

3. 保管資材	（１）　　　　　　　　　　　　　　（２）　　　　　　　　　　　　　　

4. 備考	半分のスペースでも構わない場合は☑を入れてください・・・・・・・・□
※より多くのグループにご利用いただくため、半分のスペースでも構わないグループを優先的に抽選させていただきます。
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活動資材の一時保管に関する取扱要領       １   目    的      この要領は、ボランティアセンター活動室を利用する団体のうち、利用頻度が高く、かつ、資材を用い て活動するグループの資材の運搬等の負担軽減を図る 目的で 一時的に資材を保管するため、第４活動室の一 部を提供する もの 。   ２   利用申込   (1)   活動資材の一時保管の利用を希望する活動団体（別に定めた活動利用の許可を受けた者（以下「団体」 という。））は、様式１によりボランティアセンターに申し込むものとする。   (2)   利用できる 団体は、 収納棚 10 段で使用 できる範囲と する。   ３   利用の決 定   (1)   利用の許可は、横須賀市社会福祉協議会長（以下「市社協会長」という。）が決定し様式 2 により申 込者に通知する。   (2)   利用許可の決定は、申込書の提出後 14 日以内に行う。   (3)   利用を希望する団体が 収納できる範囲を超えた場合は、抽選により 決定する。   (4)   市社協会長は、許可を受けた団体が活動室の利用が少ない場合又は不適切な利用があった場合等状 況によっては保管棚利用の取り消しを求めることができる。   ４   利用料      保管棚の利用料は無料とする。   ５   保管期間   (1)   保管できる期間は、 6 ヶ月間とし、以後 6 ヶ月ごとに様式 1 により再度申込の手続きを行う。     (2)   保管期間が過ぎ、又は抽選にもれた団体は速やかに活動資材を引き取り、次に利用する団体に引       き継がなければならない。   ６   保管場所   （ 1 ）   保管場所は、ボランティアセンター第 4 活動室の設置の保管棚とする。   （ 2 ）   利用できる保管棚は、高さ３ ７ cm 、奥行き３８ cm 、横８９ cm の 1 段とする。   ７   保管物の制限等   (1)   動植物、飲食物など生もの、危険物・爆発物は保管しないこと。   (2)   活動資材の保管は最小限度とし、許可を受けた棚以外は使 用しないこと。   ８   保管物の管理責任等   (1)   資材の保管管理については、利用者の責任によるものとする。ボランティアセンターは保管資材の 盗難、紛失等に一切の責任は負わない。   (2)   保管棚の利用期間終了又は利用を取り消された場合は、資材を直ちに引き取らなければならない。 引き取らない場合は、ボランティアセンターにおいて処分する。   附   則   この規約は令和２年８月６日から施行する。（ ２ 利用申込 （２）、３利用の決定（３）の変更）  
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活動資材の一時保管に関する取扱要領

１　目　　的


　　この要領は、ボランティアセンター活動室を利用する団体のうち、利用頻度が高く、かつ、資材を用いて活動するグループの資材の運搬等の負担軽減を図る目的で一時的に資材を保管するため、第４活動室の一部を提供するもの。


２　利用申込


(1) 活動資材の一時保管の利用を希望する活動団体（別に定めた活動利用の許可を受けた者（以下「団体」という。））は、様式１によりボランティアセンターに申し込むものとする。


(2) 利用できる団体は、収納棚10段で使用できる範囲とする。

３　利用の決定


(1) 利用の許可は、横須賀市社会福祉協議会長（以下「市社協会長」という。）が決定し様式2により申込者に通知する。


(2) 利用許可の決定は、申込書の提出後14日以内に行う。


(3) 利用を希望する団体が収納できる範囲を超えた場合は、抽選により決定する。

(4) 市社協会長は、許可を受けた団体が活動室の利用が少ない場合又は不適切な利用があった場合等状況によっては保管棚利用の取り消しを求めることができる。


４　利用料


　　保管棚の利用料は無料とする。


５　保管期間

(1)　保管できる期間は、6ヶ月間とし、以後6ヶ月ごとに様式1により再度申込の手続きを行う。


　(2)　保管期間が過ぎ、又は抽選にもれた団体は速やかに活動資材を引き取り、次に利用する団体に引


　　　き継がなければならない。


６　保管場所


（1） 保管場所は、ボランティアセンター第4活動室の設置の保管棚とする。


（2） 利用できる保管棚は、高さ３７cm、奥行き３８cm、横８９cmの1段とする。


７　保管物の制限等


(1) 動植物、飲食物など生もの、危険物・爆発物は保管しないこと。


(2) 活動資材の保管は最小限度とし、許可を受けた棚以外は使用しないこと。


８　保管物の管理責任等


(1) 資材の保管管理については、利用者の責任によるものとする。ボランティアセンターは保管資材の盗難、紛失等に一切の責任は負わない。


(2) 保管棚の利用期間終了又は利用を取り消された場合は、資材を直ちに引き取らなければならない。引き取らない場合は、ボランティアセンターにおいて処分する。


附　則

この規約は令和２年８月６日から施行する。（２利用申込（２）、３利用の決定（３）の変更）


